
［用 語 の 解 説        ］ 
 
 就業状態は、調査週間中（毎月の月末１週間）の活動状態により次のように

区分します。 
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＜推定方法及び標本誤差＞ 
この調査結果は、国（総務省）が実施している「労働力調査」の愛知県分の

個別データ（毎月約２，２００世帯、１５歳以上の世帯員約５，３００人）の

使用について総務省の承認を得た後、集計を統計センターに委託し、独自に公

表するものです。 
また、「労働力調査」は、都道府県毎の標本抽出は行っておりません。その

ため、この調査結果は全国に比べ誤差が大きくなりますので、利用にあたって

はご留意ください。 
本県の平成１9年平均の標準誤差及び標準誤差率は、下表のとおりです。 
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試算値結果 標準誤差 標準誤差率 

年平均 労働力   非労働力 労働力   非労働力 労働力   非労働力
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平成 19 年 3977 3869 108 2281 25 25 5 25 0.6 0.7 4.4 1.1

                          

 
<（注）統計表の数値は、すべて原数値です。季節調整をしておりません。> 


